






























































































































































































































































  1. 希望をもたらすこと
  2. 普遍性
  3. 情報の伝達
  4. 愛他主義
  5. 初期家族関係の修正的な繰り返し
  6. 社会適応技術（ソーシャルスキル）の発達
  7. 摸倣行動
  8. 対人学習
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人が育つ学び方：体験学習の循環過程
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プロセスに気づく：グループレベルのプロセス
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（Standard setting and Testing）
卒先着手（口火を切る）（Intiating）
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歴史と意義 4 感情体験の尊重は？ “今ここ”でのホットな感情体験の尊
重とふりかえりの尊重























































































































































































































































































































































































































































Legend Style（ Old School）
体験による学びスタイルの尊重
Authentic Approach
一人ひとり異なる存在の尊重
Contemporary Needs
目の前のプロセスに気づきかかわる力育成
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指定討論１（坂中正義）
＜はじめに＞
　私の立場は、クライエント中心療法、なかでも古典的ロジャース派の立場で
あり、グループ臨床でいれば、ベーシック・エンカウンタ ・ーグループに携わっ
ています。よって、コメントもそちらの色が強いものとなる、そういう前提で
お話をしたいと思います。
＜目的による各グループの違い＞
　まず、ベーシック・エンカウンター・グループ、集団精神療法、Tグループ
の３つをグループ臨床をそれぞれの目的から図1のように体験・学習・援助の
３つの極をもつ三角形で整理できるのではないかと考えました。
　体験にウエイトがかかっているのが、ベーシック・エンカウンター・グルー
プ、学習（体験学習）にウエイトがかかっているのが、Tグループ、そして、
援助にウエイトがかかっているのが、集団精神療法です。
　ただ、Ｔグループは、学習にウエイトを置くのだけれども、体験もあるし援
助もある。エンカウンターも体験をウエイトをかけているのだけれども、当然、
援助や学習的な要素もある。集団精神療法のしかり。そういう意味では、この
３つの極とグループはグラデーションないしスペクトラムで考えるのがよいだ
ろうと思います。
　さらにいうと、オーソドックスには、３つのグループがそれぞれの極に位置
するのだけど、ファシリテーターのありようやグループのありようによってウ
エイトは変わってくるのではないでしょうか。たとえばTグループでも、体験
寄り、すなわちベーシック・エンカウンター寄りになることもあるだろうし、
エンカウンター・グループでも、集団精神療法寄りというようなこともあるで
しょう。それはエンカウンターだからとか、Tグループとかというよりは、む
しろファシリテーターやその場のメンバーに左右される、そういう図式になっ
ているのではないかと思っています。
図1　グループの目的 図2　ファシリテーションの強調点
エンカウンター・グループ
体験
学習
Ｔグループ
援助
集団精神療法 あるがまま
共にある個を大切
可能性重視
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＜ファシリテーションの強調点＞
　それから、ファシリテーション上、何を重視するかという視点が考えると、
図2のように２次元で捉えられるようにも思えました。一つの次元は個人とグ
ループというか、個を大切にするか、共にある・つながりを大切にするかとい
う軸。どのグループも、個人もグループも大事にするというとは思うけれども、
それでもある場面で介入する際、個人寄り、グループ寄りになるというような
ことはあるでしょう。
　これは、津村先生とTグループをご一緒した時の例ですが、Ｔグループでは
最初にスタッフでねらいを決めるのですが、そのときに共にあるということを
強調するのか、一人ひとりでいることをまず強調するのかというようなやりと
りがありました。私はエンカウンターなので、個を大切にウエイトがかかるし、
Tグループは共にいるということにウェイトががかかる。この２つでは多少や
はりニュアンスは違うなということを実感した体験でした。
　もう１つの次元があるがままでいていいということと自分の可能性を伸ばす
という軸。エンカウンターは前者で、Tグループは後者のニュアンスが強いで
しょう。
　しかし、この２次元の軸も、３種のグループでおおよその違いはあるものの、
ファシリテーターによるところ、メンバーによるところも大きく、２分法的と
いうよりはグラデーションで考えた方がいいようにも思っています。
＜共通項としての安全感・安心感と自主性・自発性＞
　ここまで少し違いに焦点を当ててきましたが、ロジャース派としては、違い
よりは共通性も押さえたい。というのも、ロジャースは、オリエンテーション
によらない効果的な心理療法の共通項を研究し、理論化していきました。その
視点はおそらくグループ臨床を考える際にも有用な視点だと思います。
　３人の先生とも共通に語られたのは、グループの安心感・安全感だったので
はないかと思います。津村先生の重回帰分析の結果では受容関係因子が意味度
にかかわっていました。これは安心感や安全感に関わることです。また自主性
とか自発性というのも、３人の先生に共通していたようなに思います。
　そういったことも含みつつ、発表をされた３人の先生方に、他の先生の話を
聞かれて、どんなところに共通点を見出されたかというところをお聞きしたい
と思っています。
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指定討論２（金子周平）
＜はじめに＞
　私は、それぞれ立場の違いがあるとしても、結局は「同じことをやっている
のではないだろうか」というところに、どうしても目が向いてしまいます。ま
たそれとは別に、グループの違いというよりは「個人の違いなのではないだろ
うか」という理解もします。大体はもうその二つに、考えが落ち着くようになっ
ているのですね。今回もそういったパターンや考えで、捉えてしまっていると
ころがあります。
＜共通点＞
　今、坂中先生がおっしゃった共通点は、私もお話を伺いながら考えていまし
た。単純で当たり前ではありますけれど、「グループ」というところが共通し
ているということです。グループの一人ひとりが、一人ではないことです。下
田先生のおっしゃった「私は一人ではない」とか、そういった言葉が迫力をも
つことも、グループの中では起こってくるのだと思います。つまり「一人では
ない、グループであること」が、様々なグループ臨床の立場に共通していると
いうのが一つですね。
　構造をつくるとか環境をつくるとか、そういった言葉も、それぞれのお話の
中に出てきていたように思います。これも一人ひとりでいるところに「グルー
プという構造や環境をつくる」という意味で、先ほどの「一人ではない、グルー
プであること」と同じかもしれません。グループで何が起こっているかという
視点から共通点を捉えようとするより、ファシリテーターとかスタッフが何を
するかという視点で、共通点を考えると「環境をつくる、構造をつくる」こと
が共通しているのかなと思いました。
＜私たちは何をしているんだろう＞
　いつも私たちはこういった話し合いを通して、何をしているのだろうかとい
うのが、よく分からなくなるんですね。私個人としては、いろいろとグループ
臨床で大切なことが発見できるので、とても嬉しいことなのですけれど、帰っ
て本を読むとロジャーズが同じことを書いていたりします。すると何をやって
いるのだろうという感じがするのです。私が成長をしていくためには大切だけ
れど、結局、グループの視点などの議論について言えば、先人が見つけたもの
に辿り着けない私がいて、それに辿り着いて、ああ辿り着いたという喜びを得
ているのかな、と思います。それには意味があるとは思うのですけれど、そも
そもいったい何をしているのだろうという気にもなってくるのです。
　そこで考えていたのは、実践と理論のことです。最後の津村先生のお話の中
で特に際立っていたかなと思うのですが、実践と理論を行ったり来たりする作
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業を、いま私たちはしているのかなと思います。また別の言い方をすれば体験
と学習、体験と理論化とも言えるのかもしれません。
　もっと別の言葉で言うと、具体と抽象の間を行ったり来たりをしているのか
なあと思うのです。具体のレベルでは、立場やグループの名前が違っていても、
「ああ、分かる分かる」ということがあると思うのですね。グループがどんな
きっかけから始まったのかというエピソードとか、メンバーの言葉などは、「あ
あ、これはどの立場においても大切なことだなあ」とか「こういうことあるよ
ね」という共有ができるのだけれど、それを理論的に言葉にしていくと、途端
に立場同士が違ったもののようになってくることがあると思います。
　最近の私自身のグループの見方で言えば、「抽象から具体へ」とか「理論か
ら実践へ、感覚へ」という見方が優勢になっているような気がするのですが、
津村先生がおっしゃるように、またそれが元に戻っていくという流れも、私の
中にはあるような気がしています。グループ臨床をされる皆さんの中にも、こ
うした行ったり来たりの傾向があるだろうし、私の中にも繰り返し起こってく
るだろうなと思いました。それが、「私たちは何をしているのだろう」という
ことで、今考えた一つのことですね。
　私がよく考えるのは、グループ臨床における立場の違いは、個人個人の違い
なのではないかとか、やっていることは同じじゃないかということです。理論
化されたそれぞれの言葉ではなく、共通の言葉を用いて一緒になればいいので
はないかと、みんな仲良く同じことを大切にしているわけだから、同じことを
やればいいではないかと思う、そんな考えもあるのです。だから、共通の言葉
を見つけ出したいと思って、ここにいるようにも思います。その反面、津村先
生が角度を変えての体験が少なくなっていくのではないかとおっしゃったこと
は、ああ、なるほどと思いました。みんな一緒になってしまうと、角度を変え
ての体験ができないかもしれない、様々な体験をしにくくなるかもしれないと
思います。選択できるメニューが減るということにもなります。つまり、グルー
プ臨床におけるそれぞれの立場の違いを際立たせる必要がでてくる。それは共
通点を見つけていこうとする私の考えが、また元に戻るときの引力のようなも
のになるのかな、そして行ったり来たりの途中をいまここでやっているのかも
しれないと思いました。
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全体討論
司会（髙橋）：
　坂中先生からは、グループの共通項は何だろうという問いをいただきました。
金子先生も、それも考えながら、私たちは語り合ってグループで何をしている
のだろうというような問いをいただいたように思います。
　指定討論者の先生方を受けて、話題提供者の３人の先生方に３分程度コメン
トをいただきたいと思います。
下田：
　野島さんが以前、「グループでやるときには、深さと自発性と安心感、この
兼ね合いがなかなか苦しいのだ」とおっしゃったのが印象に残っていますが、
私は、結論からというと、「安心感」こそ大切であると思っています。「自発性」
もすごく重要ですけれども、仮にあまり気が進まないまま参加しても、最終的
には大丈夫なのではないか、という気がしています。ただ、（特定の）セッショ
ンに参加しない自由とか、セッションで発言しない自由というのは、ないとい
けません。とにかく「安心感」があることが、絶対的に大事だと思います。「深さ」
というのは、結果として起きるもので、それを目指すものではないと思います。
「深さ」は、起きるときには起きると思っています。このことを、さっきは言
いそびれましたが、坂中さんがおっしゃったことと関係あるかと思います。
　金子さんがおっしゃった、これは果たして何をしているのだろうというのを
うかがってハッと思ったことがあるので、一つだけ申し上げます。私は、個人
カウンセリングもしています。同業者の方のカウンセリングも引き受けること
があります。その中で、アアッと思ったことがあります。ある同業者の方が、
「我々は臨床をやりながらも別に新しい発見はしていなくて、昔の人が言った
ことをもう一回見つけているだけではないか」と言われた。それはそうだと私
も思いますが、でもそれはそれだけではないとも思います。今この時代に、今
ここにいて、普遍的な何かをここで体験している。それはやはり時代、時代で
変わってくるわけですね。だから今ここで、この時点で普遍的なものを体験す
る、言葉にするというのは、やはり新しいことだろうと思います。既に以前あっ
たことだからといっても、だから無意味だということは一切ないと思います。
前にもあったことが今ここで、この人を通して出てきているということは、非
常に意味があることだと私は思います。
藤：
　下田先生が、グループなるものということをおっしゃって、やっぱりそうな
のだなあと思いました。私たちはグループ全体とかそういうものを大事にし
て、私は極端に言えば、グループの中で個人を治療するのではない、グループ
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全体がどういうふうに大事なのかということを考えている。それで、エンカウ
ンター・グループはそういうのを非常に大事にされるのだなということを感じ
ました。
　それと、津村先生が図に描いてらして、グループの効果というか、これは楽
しいだけではだめだとおっしゃったことに同感しました。集団精神療法はメン
バーにあまり共振するな、自分は自分なのだという形をきちんとやって、極端
な人になれば今日は少し嫌な気分になって帰りましょうという人がいて、それ
ぐらいいろいろ自分の中で引っかかっていくもの、それを残していって、また
次の体験に持っていくというのがあったので、そういうところが同じことなの
かどうか分かりませんけれども、似ているなと思いました。
津村：
　まさに指定討論者の方に言っていただいたように安心感、そういったことは
とても大事かなと思います。私の重回帰の話を拾っていただいて、ありがとう
ございます。
　その前に、実はこの資料でいうと、コルシニとローゼンバーグの集団精神療
法をはじめとするグループワークのメタ研究の成果をもとに質問紙の作成を試
みようとしたのです。彼らの三つの要素・要因というか、そしてそれぞれに九
つのエフェクトを示していますが、それらはグループ・アプローチに共通の効
果だろうと思います。Ｔグループを運営していても、セラピーであろうときっ
とベーシック・エンカウンターであろうと、こういった共通のものがあるので
はないかなあと考えています。こういうことについて、量的研究も質的研究と
ともにもっとやっていく必要があるだろうと思っています。
　それから、金子先生が言われたこと、そもそも私たちは今ここで何をしてい
るのだろうかという、これまた厳しい問いかけですよね。まさに、ここで私た
ちは何をしているのでしょうか？ということだと思うのですね。少なくとも、
皆さん方の声を聞かないと何をしているのか分からないので、それを聴く時間
が必要かなあと思うのですが、私としてはこのお題をいただいて、実は８月の
別の学会でこのシンポジウムをやる予定だったのですが、Ｔグループで私は何
をやってきたのか、そしてこれからどこに向かうのかということをいろいろと
考えることができました。
　この作業は、私には非常に意味がありました。ですから申し訳ありませんが、
フロアの皆様方にも申し訳ないのですが、金子さんの質問に対しては、私とし
てはこれまで何をしてきたかなあと考えることができたこと。一番の収穫は、
次の一歩は何をしようかということを模索する刺激をいただき、考えることが
できたことですね。だから、Tグループを中心にグループ・アプローチをやっ
てきて、今度自分がどこに向かうのかといったことを、最後のスライドで見て
いただいたところなのですけれども、歩み出すところとかもう一度やらねばな
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らない仕事というか、それを見つける機会にさせていただいたというのは、私
にとってとても大きな意味があったと思います。
司会（髙橋）：
　ありがとうございます。
 （この後、フロアからも質疑がある）
企画者からの総括（野島一彦）
　今日の話の中で、一つのキーワードとして結構共通ではないかという話が出
ておりましたが、共通性というのは、その逆に異質性というワードがあるわけ
ですね。それで、共通性と異質性というこの二つが一つの鍵になるかと思いま
す。
　今日は比較的共通性のところが浮かび上がるような形でしたけれども、共通
性で似ているから、簡単に合体すればいいのではないかという発想もあるかと
思いますが、それは私はまずいのではないかと思っています。やはり共通性が
ありながらもよりよく仲良くなれるには、異質性がお互いにクリアでないとい
けないと思うのです。そこのところが、異質性が曖昧なまま一緒になると、ぐ
ちゃぐちゃになるという感じがしますので、共通性をクリアにするためには、
異質性のクリアさが必要だということも考える必要があるかなと思いました。
　共通性を大事にするためには、異質性をクリアにする。それは二つの次元が
あります。一つは、今日の三つの立場をしいて流派というと、三つの流派間の
共通性と異質性という意味での違い。もう一つは、同じ流派の中でも違いがあ
る。例えば、エンカウンターの中でも、私と下田さんとはやはりちょっと違う
し、坂中さんとも違うのですね。つまり、同じ流派の中でも、お互いにあなた
と私は同じよねという形で、なあなあでいい加減に妥協するということをした
らまずい。やはり、違うというところは、どこが違うかというのを、かなりはっ
きりとお互いに認識し合うということを通して、たぶん自分の個性が浮き立つ
というか磨かれるということになると思うのですね。
　そういう意味で、一つの流派の中の個人個人の中でも、共通性を大事にする
ということも大事ですけれども、いい加減ななあなあ主義にならずに、できる
だけ謙虚にいろいろディスカッションをして異質性を認識して、そのうえで仲
良くなっていけるといいなと思っています。
　そして、異質性が分かったうえで仲良くなるということを私は前から、異質
性の共存と呼んでいます。私自身は、自分が担当するエンカウンター・グルー
プの中で起こる現象は、異質性の共存だと思っています。そして、これはスモー
ルグループの中で起こることもそうですが、こういう形で今日この自主企画で
起こっていることも、異質性の共存ということになるかと思います。さらに、
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このことは国レベルでもいろいろな人がいて、異質性が共存して、お互いに殺
し合わずに何とか生きていくということを模索していると思いますし、国際関
係においても、実際は今のところ戦争があって殺し合いが行われておりますけ
れども、やはり異質性の共存ということを目指していくということが、たぶん
人間社会の一つのあり方だと思うのですね。ただ、共存するためには適当に、
なあなあでは難しくて、違いを違いとしてはっきり認識したうえで、その辺の
共通性をお互いに尊重するという形でいく。そういう意味では、異質性の共存
というのは私は厳しい道だと思います。しかしそういう厳しい道を進むという
ことが、お互いがお互いを切磋琢磨するということに繋がります。それを恐れ
ずにこれからもいろいろ議論していけたらと思いました。
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